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３３）The National Consumer Council, Insurance Law Reform-The consumer case for a review of
insurance law,１９９７. 本レポートを執筆したのは，当時シェフィールド大学の教授であった
バーズ（Birds）である。















３４）P.８. 自主規制を行う主要な業界団体は，イギリス保険業者協会（The Association of
British Insurers : ABI）である。ABIは自主的に，厳格な法を緩和する多くの規約や実務声
明を作成し，それに基づく自主規制を実施した。また業界の主導のもと，１９８１年に保険オ
ンブズマン（Insurance Ombudsman Bureau : IOB）も設立された。この保険オンブズマンは，
その後２０００年に成立した金融サービス市場法（Financial Services and Markets Act２０００）のも

































































４１）Ibid. いわゆるランバート事件である。Lambert v. Co-operative Insurance Society Ltd［１９７５］
２ Lloyd’s Rep.４８５. 保険消費者は，申込書の全ての質問に正確に回答してもなお，その他
の質問されない事項について重要な事実を開示する義務を負うのである。
























































































































ラリアにおいては１９９３年に業界団体である ICA（Insurance Council of Australia）によって，
裁判外紛争解決（ADR）機関として IEC（Insurance Enquiries and Complaints Ltd）が設立され
た。また翌年には業界による自主規制として，損害保険実務に関する規約（General Insurance
Code of Practice）が導入されている。






















































基準については，批判的見解が多い。Cf. John Birds, Birds’ Modern Insurance Law,７th ed.,
London,２００７, pp.１２１－１２２.
６３）Par.１７.２.
























６５）The Law Commission and The Scottish Law Commission, Consumer Insurance Law : Pre-
contract Disclosure and Misrepresentation,２００９.
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